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水 産 試 験 研 究 評 価 会 議 結 果                   

 
１ 機関名 
   水産試験場、栽培漁業センター、内水面綜合センター 
 
２ 開催日時 
   平成１６年８月１０日（水） １３時３０分～１７時 
 
３ 出席者 
  〔委員〕 

廣石 伸互   （福井県立大学生物資源学部 教授） 
   中添 純一   （独立行政法人水産総合研究センター 日本海区水産研究所 所長） 
   森川 良子   （美浜町教育委員会 社会教育指導員） 
   小川佐左ヱ門  （福井県漁業協同組合連合会 会長） 
   牧野 隆雄   （福井県かん水養魚協会 会長） 
   富岡 啓二   （福井県農林水産部水産課長：内部委員） 
 
  〔オブザーバー〕 
   安達 辰典   （水産課参事）     松崎 雅之（水産課主任） 
 

〔実施主体〕 
   若林 健一（水産試験場場長）      鈴木 康仁（栽培漁業センター所長） 
   石原 孝 （内水面総合センター所長）  岡部 健一（栽培漁業センター主任研究員） 
   清水 弘明（栽培漁業センター主任研究員）上奥 秀樹（栽培漁業センター研究員） 
 
  〔事務局〕 
   村本 昭市（水産試験場海洋資源部長）  成田 秀彦（水産試験場主任研究員） 
   杉本 剛士（水産試験場主任研究員） 
 
４ 評価範囲 
（１）研究課題評価 
  〔事前評価課題名〕 

① 小型漁船漁業の多元的資源管理の研究（サヨリ船曳網漁業）（水産試験場） 
② バフンウニの資源回復対策の研究（水産試験場） 

  〔中間評価課題名〕 
① クルマエビの親エビ養成技術の開発（栽培漁業センター） 

  〔事後評価課題名〕 
①若狭ふぐの高品質化養殖技術の開発（水産試験場） 

 
５ 総評概要 
  事前評価の２課題については、Ｂ評価であった。 
  中間評価の１課題については、Ａ評価であった。 
  事後評価の１課題については、Ｂ評価であった。 
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研 究 課 題 評 価 結 果                

 
１ 主な評価対象項目 
 〔事前評価〕 
  ① 課題化が適切であるか        ② 研究内容が適切であるか。 
  ③ 県民に対する貢献度（基礎研究としての重要性） 
 〔中間評価〕 
  ① 計画どおり進捗しているか      ② 今後の研究展開は適切か 
  ③ 県民に対する貢献度（基礎研究としての重要性） 
 〔事後評価〕 
  ① 計画通り研究目標が達成されたか   ② 研究成果が的確に取りまとめられているか 
  ③ 県民に対する貢献度（基礎研究としての重要性） 
 
２ 評価基準（５段階評価） 
  Ａ：高い※   Ｂ：優れているもしくは妥当    Ｃ：普通もしくは一部不適当 
  Ｄ：低い    Ｅ：非常に低いもしくは不適当※ 

 
３ 評価結果詳細 
【 事 前 評 価 】（水産試験場） 

研究課題名 小型漁船漁業の多元的資源管理の研究（サヨリ船曳網漁業）（Ｈ１７－Ｈ２０） 

研究目的 
および 
必 要 性 

本県沿岸で営まれている各種漁業について、持続的生産に必要な適正漁獲量と漁獲時期お
よびサイズを漁種別に求めることで資源の持続的利用に資する。 
 また漁法の改善による低コスト化や混獲防止による品質向上などを行うことで、経営の安
定を目指す。 

総合評点    Ｂ 

主な意見 

○高齢化が進行する中で資源を有効に活用するためには、漁撈技術の開発が期待されており、
研究対象として適切。 

○効率化が主目的であるが、同時に資源保護にも視点が置かれている点は評価できる。 
○漁業者等に提言を行うことが成果目標なので、より明瞭な提言が導きだせるよう努力いた
だきたい。 

研究課題名 バフンウニの資源回復対策の研究（Ｈ１７－Ｈ２１） 

研究目的 
および 
必 要 性 

本県においてバフンウニは「越前ウニ」の原料として重要な資源であるが、近年、漁獲量
が低迷しており、その原因究明および資源回復が求められている。 
これまでの調査結果から、資源の減少が夏から秋にかけてみられること、また細菌が関係

している可能性が考えられたことから、その対策を検討し、漁獲量の増大を図る。 

総合評点    Ｂ 

主な意見 

○異常原因の目処が立った時点での課題化であり、健全な資源が残されている時点で課題を
実施することが極めて重要である。 

○現在分離している細菌が原因菌でなかった時の事も考慮に入れて研究を進めるべき。 
○ウニは我が国では極めて高価であり、沿岸資源・地域経済にとり重要である。また、磯に
も生息し多くの国民が直接目にすることが出来るため、海の健全性を測る指標としても重要
である。 
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【 中 間 評 価 】（栽培漁業センター） 

研究課題名 クルマエビの親エビ養成技術の開発（Ｈ１３－Ｈ１７） 

研究目的 
および 
進捗状況 

○クルマエビのウィルス性疾病対策として、人工種苗を養成することにより、ウィルスに感
染していない健全な親エビを確保する。 

○早期採卵技術を開発することにより、年内漁獲等、効率的なクルマエビの栽培漁業を展開
する。 

〔進捗状況〕 
人工種苗を親エビまで養成し、早期採卵が可能な段階まで技術開発することができた。  

総合評点    Ａ 

主な意見 

○３年間の技術開発の結果、ほぼ安定した性成熟を促すことが出来たことは評価される。 
○本課題の成果は、健全な種苗を大量に生産することにつながるものであり、今後の状況に
よっては養殖用種苗としての活用が期待される。 

 
【 事 後 評 価 】（水産試験場） 

研究課題名 若狭ふぐの高品質化養殖技術の開発（Ｈ８－Ｈ１５） 

研究目的 
および 
成 果 

 若狭フグの養殖技術の改善、経営の合理化を図るとともに、永続的な漁場利用を目指した
環境保全対策に取り組む。 
〔成果〕 
低密度と低給餌率の組み合わせによる飼育で、健康で環境に優しく、成長の良いトラフグ

生産が可能であると考えられた。 
県内の養殖漁場環境は良好で、保全を図ることが必要。 
エラムシの卵を捕食する魚類の存在が明らかとなり、今後この手法の開発が必要。  

総合評点    Ｂ 

主な意見 

○エラムシをどの位まで少なくするのが目的か、目的設定が必要。 
○推薦する飼育方法では成長が若干劣るが、経済性にまで踏み込んだ解析がなされるとより適
切なものとなる。 

○食の安心・安全が強く望まれている中で、今回開発された技術は福井県におけるフグ養殖業
の発展に大きく寄与すると評価される。 


